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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


　【考　察】

　今回は、｢事業主支援の心構えと支援技術｣「支援計画」「支援記録の作成」について研修を受けた。

　支援計画についての講義では、ジョブコーチ支援計画における流れと計画の種類を学んだ。支援計画においては、仕事をする対象者に支援が偏ることなく、事業所、家族に対してもバランスよく支援を行うことの必要性を感じた。また拡大ケース会議は対象者を取り巻く機関が同じ目標や支援内容、役割を確認するためにも必須の段階であると考えた。
　事業所支援の心構えと支援技術では、ジョブコーチ支援の中心的な支援手法について学んだ。本部研修で課題分析やシステマティックインストラクション（対象者に作業を教示する際に指導を計画的にする方法）は実践的に行ったため方法は理解でき、地域研修でも蛇口の組み立てについて行ったので身につけることができた。

職場環境アセスメントや支援計画は講義だけであったため、今後の実践的な場面で身につけていきたい。

　今回の研修では、本部研修で学んだ障害特性やジョブコーチ支援における課題分析と集中支援・移行支援・フォローアップの各支援期の支援方法を学んだ上で、実際に事業所へ支援に入り、支援記録を作成したことで、実践場面を体験できたことは自分にとって学び得るものや、今後さらに学ぶ必要性がある課題を明確にすることができた。また、本部研修や地域研修で学んだことで就労支援場面で取り入れることのできる内容もあったので日常業務でも生かしていきたい。

【研修内容】

＜第１日目＞
1 支援計画・フォローアップ～対象者を中心に～
●ジョブコーチ支援事業における支援計画の位置づけ→対象者を中心に行うもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　→　　　　→　　　　→　　　　　　　　→　　　　→　　　　→

(1) 主訴の把握　(説明と同意)

· 本人のニーズ把握と障害者職業センター機能の説明

· 障害者職業センターのサービス利用の意思確認

(２)職業評価

· 施設内評価：標準化されたテストバッテリーでの評価

　　　　　　　　職業準備支援事業場面での評価

　　　　　　　　作業所等での観察評価

· 職場内評価：職務試行法での評価

　　　　　　　　実際の職場での評価

(３)拡大ケース会議

· 支援計画の決定(各事業所の活用・他の機関の利用など)

· 具体的目標の決定(到達目標または改善目標)

· 支援内容(目標を達成するためのアプローチの方法)

· 支援体制の確認(関係機関に協力を求める事項)

· 留意事項の確認(職場における留意事項・生活面の注意事項など)

(４)職業リハビリテーション計画の策定

· 職業リハビリテーション計画の策定→職業自立に向けた中長期的なプロセスと目標

(５)ジョブコーチ支援計画の策定

・ ジョブコーチ支援計画の策定→ジョブコーチ支援実施中の短期的な目標と具体的な支援方法

(６)支援の実施

· 職場環境・作業内容(環境的特徴や従事する作業内容)

· 対象者支援(支援期間中に達成可能な支援事項とその支援方法)

· 事業主支援(具体的支援のノウハウとそれを伝達する方法)

· 家族支援(家族の協力が必要な項目とその支援方法)

· 関係機関への協力要請(関係機関の役割分担や責任の所在など)

◎職業リハビリテーション計画、ジョブコーチ支援計画の策定のポイント

　・本人に対する説明と同意　・現状課題の共通理解　・達成目標の共有化　・支援方法の決定

　・役割分担の明確化　・対象者、事業主、家族に対する支援項目がある

(考察)

　ジョブコーチ支援計画における流れと計画の種類を学んだ。支援計画においては、仕事をする対象者に支援が偏ることなく、事業所、家族に対してもバランスよく支援を行うことの必要性を感じた。また拡大ケース会議は対象者を取り巻く機関が同じ目標や支援内容、役割を確認するためにも必須の段階であると考えた。

＜第２日目＞

1 事業主支援の心構えと支援技術

＜ジョブコーチ支援における中心的な支援手法について＞

(１)対象者へのアセスメント：対象者にあった支援を行うため、初期のアセスメントは重要となる

　　・基礎情報～氏名・生活歴・職歴・治療歴・家族構成・仕事の希望・生活状況・ジョブコーチへの希望等

· 職業能力の評価～指示理解能力・作業能力・学習能力・知的能力等

(2) 職場環境のアセスメント：障害のある人の特性を結びつけるジョブマッチングによって支援の成否は

５０％決まる

　　・基本的な仕事の流れと動作　・道具や機械の使い方　・作業遂行のコツや要領　・従業員情報

· 職場の雰囲気や風土　・キーパーソンを確保できるか　・仕事量　・障害特性の理解

(3) 支援計画の策定

○支援計画検討の要素

· 仕事に対する要求水準を予測する

· 達成できる職務自立度を予測する

· ナチュラルサポート(会社の従業員が支援の担い手となる)を予測する

· 職務変更・再設計の可能性を予測する

○事業所との協議で計画する事項

· 主にどの仕事を担当するか

· 仕事の要求水準をどこにするか

· 従業員とジョブコーチの役割分担

· どのような雇用形態を目指すか

· ジョブコーチの支援期間

(4) 職務分析：職場に到着してから帰るまでの全体的な動きを整理すること

· 職務分析は対象者とジョブコーチが先の見通しを持って行動するための必要な情報である

· 職務分析は最低限①時間②仕事内容③場所の３要素を記入する

(5) 機能分析：行動を「きっかけ」と「行動（ふるまい）」と「結果」の枠組みで分類して行動を分析。その際、行動を「型」ではなく「機能」としてみることが大切

弁別刺激　　　　　　　　　　　行動　　　　　　　　　　　　強化刺激
　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　→

　　　　　どのような時に　　　　　　　　どのように　　　　　　　　　　何のために

　　　　　何について

　　　　　誰に

(6) 課題分析：最終的な目標課題を達成するためにどんな行動がどんな順序で行われなくてはならないかを

洗い出す作業

· 複雑な行動を細かくその行動の構成要素へと分けていく過程

· 一連の複雑な行動からなる活動を、より細かな行動単位に分析し、手順を時系列的に沿って記載すること

(7) システマティックインストラクション：対象者に作業を教示する際に指導を計画的にする方法

　　　　

　　　　　　　　　　　　　必要に応じて介入度を高くする

　　


· 常に課題分析に記したのと同じ手順、同じ言葉で教える

· 間違えは制止して即座に修正する

· 介入度の低いレベルから始めて徐々に高くする

　→実際に『水道の蛇口』組み立てる工程を課題分析し、障害者とジョブコーチ役に役割を分担、ロールプレイを行った

(考察)

作業の支援を行っていく時に、システマティックインストラクション（対象者に作業を教示する際に指導を計画的にする方法）を用いるが、普段から作業工程等を誰かに教示する時に言語指示＋モデリングから始めることが殆どなので、ジョブコーチ役として、蛇口を組み立てる工程を教示する時に、始めから言語指示→ジャスチャーと段階を踏むことに疑問を感じた。モデリングから行えばジョブコーチとしては教示しやすいが、それは対象者の作業遂行能力をみることはできなくなり、また対象者もジョブコーチを頼る気持ちになるため、段階を踏まなければならないという必要性があることを学んだ。

2 支援記録の作成について

(１)支援記録作成のねらい

· 支援課題の明確化　・支援状況の共通理解　・支援方法の統一化　・継続的な支援(積重ね、技術の

体系化)

(２)役立つ記録とは～どんな記録が必要か

· 正確な観察がされている

· 観察したことが簡潔に、リアルに記載されている

· 観察したこと、支援したこと、評価したことが分けられている

· 文章が平易でわかりやすい

◎観察の際は、関わっている複数のジョブコーチが様々な状況に対し、着眼点・焦点を一致させることが必要

(３)わかりやすい記録のまとめ方

· 観察→判断→目標→実施→結果の順に記録を記載するとわかりやすい

(４)支援記録票作成の留意事項

· 支援事項は課題をわかりやすく、具体的に書く

· 支援内容は状況(事実)を正確に書く

· 所見は継続課題や新たな課題、その課題に対するジョブコーチの考え方(評価や支援方法)を書く

· 事業所で使われている用語で書く

· ジョブコーチ支援の基本用語を理解し必要に応じて用いる

· 支援記録は臨場感があるうちに速やかに書く

(考察)

　普段から記録の作成を行っているが自分でもうまく記載できていないことが多いため、記録作成のねらいや、記録作成の際の注意事項を改めて再確認することができた。ジョブコーチの支援記録は配置型のジョブコーチとペアで行うことが多いため、どんな支援をしたのか・何が問題だったか・もう一人のジョブコーチに伝えたいこと等を明確に記載しなければ、ペアで支援しても支援方法がバラバラになることもあるので、わかりやすい記録を書くように努めたい。

＜第３日目＞

1 事業所見学、演習(支援記録の作成)

○実施手順　・対象者の作業状況観察とメモ(作業手順の定着度・職場でのコミュニケーション能力等)

　　　　　　・支援記録の作成

＜事業所見学＞

· クリーニング店(工場)　対象者：２８歳女性　事故による高次脳機能障害　精神保健福祉手帳３級
　　　　　　　　　　経過：職業準備支援(実習)を経て、H17.４月より雇用されジョブコーチ支援中(フォローアップ期)。記憶障害が顕著にみられメモを取るように指導し、現在はおおむね作業は習得している。質問や報告のタイミングがうまく計れず、また過剰に話すことがある

　(見学時)　対象者：洗濯・乾燥機にかけたあとのアップ作業(ハンガーにかける作業)を行っている。作業手順を把握し、てきぱきとこなしている。従業員(キーパーソン)に質問する際も話が過剰になることなく要点を抑えている。従業員が減ったこともあり、以前はアイロン掛けが主な仕事であったが、現在、仕事内容は主にアップ作業に変更になっている。

　　　　　事業者：対象者の作業遂行についてはがんばっていると評価している。また不明な点も積極的

に聞いてくるため安心していると話す。

　　　　　ジョブコーチから事業主へ：今後も作業の見守りと助言、また雇用継続についてもお願いして

いる。

· ベビー用品店　対象者：２２歳男性　知的障害　療育手帳B

　　　　　　　　　経過：普通高校卒業後、グループホーム(老人)に就職、日課の世話を行っていたが仕事がうまくいかずに退職。H17愛護手帳取得。漢字や計算能力には優れている。職場準備支援を経て現在はジョブコーチ支援の集中支援機から移行支援期となる。現在の仕事内容は商品の出荷・検品・おむつ補充であり、作業の流れはおおむね理解している。挨拶は定着していない。確認作業時、非効率な動作が見られる。身嗜み(髭や髪)も課題となっている。

　(見学時)　対象者：伝票の整理を行っている。手順は、入荷した伝票から入荷数を別用紙に記載、その

後３枚の伝票を分ける作業であるが、伝票を切り離す際に雑になり、破けてしまう

ことがあり注意される。身だしなみについて髪はきちんと頭髪されている。しかし

午前にオムツ補充をして汗をかいたとの事で体臭がしており、ジョブコーチから着

替えやスプレー等の準備について説明を受けている。その後再度おむつ補充を行う

ことになり、店舗内を移動。その際、客からベビーカーの置いている場所を聞かれ

るが「わかりません」と言いその場を離れる。ジョブコーチがすぐに対象者を呼び

とめバックネットで接客について指導している。

　　　　　　　事業者：以前、オムツの箱を持てないこともあったが現在はきちんと運んで補充も行うことが

　　　　　　　　　　　できていると評価。挨拶のついて従業員には行っているが、客に対してはまだ声が小

さいとの事。

　　　　　　　ジョブコーチから事業主へ：接客対応について指導のお願い

　　　◎支援記録の作成、振り返りをおこなう

　(考察)

　ジョブコーチに同行して、クリーニング店・ベビー用品店に訪問した。対象者の作業状況観察とメモを取るように説明されていたが、対象者の作業観察時の立ち位置を気にしたり、作業の内容に疑問を持ったりと思うようにメモを取ることができなかった。また対象者の前でメモを取ることに対して抵抗があったためメモをあえて取らなかったということもある。ジョブコーチの方は対象者の前でメモを取っていたので、少し驚いたがメモを取ることについては事前に許可をとっているとの事であった。支援記録の作成ではたくさん記録したいことがあり、何に焦点を当てれば良いか迷うこともあったが、ジョブコーチは支援計画やそのときの課題点に焦点を当てているとの話を聞いたため、自分もそのとおりに作成してみるとまとめやすく書きやすかった。
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